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１１月、２学期も後半に入ります。芸術の秋を迎え、「学習発表会」は6日（水）、「作品展」は

２７日（水）２８日（木）・２９日（金）に開催です。 

１年生、３年生、５年生は作品展。２年生、４年生、６年生が学習発表会となっています。それ

ぞれ練習に、作品づくりにと日々、取り組んでいます。  

先日４年生は豊中市の連合音楽会に出場しました。数ある小学校

の中からトップバッターとして、連合音楽会参加の各校の熱気・勢

い・思いを込めて箕輪小学校４年生がみごとにオープニングを飾り

ました。 

トップバッターなのですごく緊張したと思います。声が出なくて

当然、手が震えて当然ですが、箕輪小の４年生は見事に演奏・合唱

をしたと思います。ホールの一番後ろで撮影をしていたのですが綺

麗な声が響き渡っていました。本当によく頑張りました。子どもたちは他の学校の合唱を見て、「凄

い！」「上手い！」「綺麗！」・・など驚きがたくさんありました。いい刺激を受けた子どもたちは

感性が豊かになり、益々上手に歌えるようになっていくと思います。 

 

【個人懇談・作品展】  

11 月 ２７日（水）２８日（木）・２９日（金）に個人懇談があります。出席のほど、よろしく 

お願いいたします。普段、思っていることを遠慮することなく、担任に相談してください。 

同じ日程で作品展も開催しています。ぜひ、お立ち寄りください。 

  

 

 

【学校の決まり事】  

最近の生活指導上のことで、問い合わせのあった問い合わせのあったものを紹介しておきます。 

①学校には習い事の準備を持ってこない。通学路を通り一旦家に帰って鞄を置いてから、習い事に

行くように指導をしていますのでよろしくお願いします。 

②杉の子などで暗くなってから人通りの少ない道を下校する場合、ご家庭の判断で大通りを通って

下校することは可能です。子どもの安全面を考えると、暗くなってからの下校はお迎えをお願いし

ます。 

③ピアスは学校に不要なものなのでしてこないでください。また穴を保つための透明なピアスも同

様に不必要なものですのでしてこないでください。ご協力ご理解よろしくお願いします。（５中と

基準を合わせています） 

④最近の文房具は本当に変わったものが多いです。わずかにしか消えない消しゴムでパズルや人形

のようになっているものや、かわいらしい筆箱など子どもたちの勉強への意欲を妨げ違う方に意識

を持っていきそうなものが多いです。現在使用しているものは買い替えるのはもったいないのでそ

のまま使用していただいていいのですが、できれば学習に全員が集中できる環境を整える為、ご協

力をお願いします。  



＊記載漏れ等あることもございます。各学年通信（たより）に 

おいてもご確認ください。 

 

１１月の行事予定 
先日健全育成会の『親のための講座「卵のワークショップ」に行

きました。そこでとてもいい言葉がありましたので紹介します。私

は、この言葉は先生方にも必要だと思います。子どもたちにとって

２番目に長く生活をしているのは先生方、つまり２番目の親です。

箕輪小の先生方にも親になった気持ちで次の言葉を大切にし子ども

たちと接していただきたいと思っています。 

「親は子の鏡」と言われることがあります。親を見て、子どもは育

つ。親は子の手本。また、「子は親の鏡」。その子を見れば、その子

の親がどのような親なのか、それなりに分かるとも言われます。し

かし、問題なのは、「具体的にどのように子どもを育てたらよい

か」ということです。 

 以下の言葉は、子どもの健やかな成長のためにとても大切なこと

を教えているように思いますので、是非、参考になさってくださ

い。 

【子は親の鏡】 

 けなされて育つと、子どもは、人をけなすようになる 

 とげとげした家庭で育つと、子どもは、乱暴になる 

 不安な気持ちで育てると、子どもも不安になる 

 「かわいそうな子だ｣と言って育てると、子どもは、みじめな気

持ちになる 

 子どもを馬鹿にすると、引っ込みじあんな子になる 

 親が他人を羨んでばかりいると、子どもも人を羨むようになる 

 叱りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子なんだ｣と思

ってしまう 

 励ましてあげれば、子どもは、自信を持つようになる 

 広い心で接すれば、キレる子にはならない  

 誉めてあげれば、子どもは、明るい子に育つ 

 愛してあげれば、子どもは、人を愛することを学ぶ 

 認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる 

 見つめてあげれば、子どもは、頑張り屋になる 

 分かち合うことを教えれば、子どもは、思いやりを学ぶ 

 親が正直であれば、子どもは、正直であることの大切さを知る 

 子どもに公平であれば、子どもは、正義感のある子に育つ 

 やさしく、思いやりをもって育てれば、子どもは、やさしい子

に育つ 

 守ってあげれば、子どもは、強い子に育つ 

 和気あいあいとした家庭で育てば、子どもは、この世の中はい

いところだと思えるようになる 

   

（『子どもが育つ魔法の言葉』 
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